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 緑の光を放つ彗星が空を飛びかった夜、彗星を見た人々は視力を失ってしまう。無力と化した人類に食肉

植物トリフィドが襲いかかる！ トリフィドは毒を含んだ刺毛を持ち、三本足で動く恐るべき植物なのだ。

人類の運命やいかに!? 

☆☆☆以下ネタバレあり☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

【トリフィド誕生秘話】 

 南米出身のウンベルトという男が、高品質な植物油を北極＝欧州魚油会社に持ち込む。その油はソビエト

で栽培されている植物から取られたものらしい。種子を渡す約束をして前金を手にしたウンベルトは姿を消

す。彼はソビエトの同志とともに飛行機で種子を運びだそうとして撃墜され、その結果、植物の種子が世界

中に広がったのであろう。（２章より、ビルの推測） 

【彗星の秘密】 

 物語の終盤で、人々の目を見えなくした緑の光を放つ謎の彗星の正体は、人間の作った兵器のせいではな

いかという推測がビルから語られる。人工衛星が感染症のウィルス、核弾頭、放射性物質などを積んで地球

を周回していた可能性があり、人類の目を見えなくしたのも、その後流行った疾病も、それらの兵器のせい

ではないかというのだ。（１５章より、ビルの推測） 

 これらの背景を考えると、トリフィドによる人類滅亡の危機とは、即ち東西の冷戦構造がもたらした人為

的なものである可能性が高く、時代との結びつきが強くうかがわれる。しかし、それだけであれば、これほ

ど多くの読者に影響を与え、後世に残る作品にはならなかったはずだ。 

【トリフィド＝ゾンビ＝昆虫】 

 三本足で動き回る植物が人間を襲うという発想には、やはり強烈なインパクトがある。単独で待ち伏せし

ていたり、集団で柵を破って襲ってきたり、いくら銃で吹き飛ばしても、どんどん増えてまたやって来ると

いう展開は、明らかに後のゾンビ映画に影響を与えている。また、１５章でジョゼラが語るように、集団に

なると知性をもつような行動をとるという点で、トリフィドは蟻や蜂といった昆虫に似ている。何度も映画

化・ドラマ化され、続編も書かれているのは、異質なものに襲われる際の恐怖を本書がうまく掬い取ってい

るからだろう。 

【新しい道徳、新しい秩序】 

 古い世界があっという間に崩壊し、いくつもの新たな集団が生まれていく過程を丁寧に描いているのも、

本書の魅力の一つだ。一夫多妻制を唱えるマイクル・ビードリーの共同体、それに抗うウィルフレッド・コ

ーカー、あくまでもキリスト教の規範を守るフローレンス・デュラントの共同体、封建主義社会を作ろうと

するトレンス、様々な考えが林立し、対立していく。本当に「新しい」道徳というわけではなく、既成概念

を復活させたものが多いが、こうした社会的な背景をじっくりと描いているからこそ、トリフィドとの対決

という単なるアクションものに終わらない「深み」が本書にはある。もちろん、主人公ビルがヒロイン、ジ

ョゼラを探し続け、最後に出会うという物語の基軸に最大の魅力があることは言うまでもないが。（Ｗ） 

１）長澤唯史 ２）＠Sonopapa 

３）『文藝別冊』のジミヘン本、11/29発売予定です。私の論考
ではジミヘンと SFにもちょっと触れてますのでご笑覧を。 

１）渡辺英樹 ２）＠gonza63 
３）今年のベスト投票に向けて『折りたたみ北京』『七人のイ

ヴ』『竜のグリオールに絵を描いた男』などを読みましたが、
１位はやはりイーガン『シルトの梯子』ですね。 

４）飛浩隆でどうでしょう？ 

中村融／なかむらとおる（翻訳家） 

 中央大学在学中より海外ＳＦの研究、評論、翻訳など幅広い
活動を行う。1987 年にジャック・ヴァンスの「五つの月が昇る
とき」で翻訳家としてプロデビュー。以降、新作の翻訳紹介、

古典の新訳、ＳＦ／ファンタジーのアンソロジー編纂など、多
方面で活躍中。 

１）舞狂小鬼（洞谷） ２）＠okiraku_k 

３）雑食系の本読みです。小説では幻想小説や SF、ミステリー、
海外文学などが好きです。作家ではレムとストルガツキー兄
弟とバラードが大好きです。 

４）クラーク『幼年期の終わり』『2001年宇宙の旅』筒井康隆
『旅のラゴス』『パプリカ』『夢の木坂分岐点』 

１）渡辺啓一 ２）＠eleking 
３）大学時代に SF研に在籍して基本を学び、あとはのんびり SF

と付き合っています。 
４）そろそろ筒井でしょうか。 

１）片桐翔造 ２）＠gern 
３）SFマガジン DVDレビュー担当。『トリフィド時代』はゾン

ビ映画との関連で見てもなかなか面白い作品だと思ってお

ります。 

１）渡辺睦夫 

３）海外ＳＦファン。好きな作家はコードウェイナー・スミス、
ジェイムズ・ティプトリー・Ｊｒ、Ｐ・Ｋ・ディックなど。
音楽も洋楽が好きですが、とりわけオルタナ・カントリー

やパワー・ポップを愛好しています。 

スタッフ＆ゲスト紹介 
 名古屋ＳＦ読書会は初心者からマニアまでをモットーにや

さしく丁寧、かつ面白い読書会を目指しています。今後もよろ

しくお願いいたします。 

創元推理文庫ＳＦ 
1963年12月 
表紙画・日下 弘 

１ 名無し島が沈む 
３ 浅間山噴火 7.27 

４ 京都大地震 8.16 ６ 富士山噴火 3.12 
７ 西日本超広域震源地震 4.30 

８ 戸隠山噴火 4.30 

ペンギン・ブック版 
1954年 

米ダブルデイ版 
1951年 


